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NY マーケットレポート（2017 年 3 月 6 日） 

 

NY 市場では、先週末のイエレン FRB 議長やフィッシャーFRB 副議長の発言を受けて、米金利先物市場で 3 月の利上げ予想確率が 96％に上

昇するなど、ほぼ利上げが確実視されていることが引き続き材料視され、ドルは主要通貨に対して堅調な動きとなった。 

また、米耐久財受注、製造業受注指数が市場予想を上回る結果となったことも、ドルの押し上げ要因となった。 

一方、欧米の株価が軟調な動きとなったことなどが影響し、クロス円は上値の重い動きが続いた。そして、米雇用統計などを控えていることもあり、

終盤には上値の重い動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 
 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月メキシコ消費者信頼感指数 75.7（予想 68.6・前回 68.5） 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月米耐久財受注（前月比） 2.0％（予想 1.0%・前回 1.8%） 

 

1月米耐久財受注[除輸送用機器] 0.0％（予想 0.1%・前回 -0.2%） 

 

1月米製造業受注指数（前月比） 1.2％（予想 1.0%・前回 1.3%） 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

経済指標データ 

≪米耐久財受注≫ 

         1月・・12月・・11月・・10月・・9月・・8月 

耐久財新規受注・・ 1.2・・ 1.3・・ -2.3・・ 2.8・・ 0.6・・ 0.4 

輸送機器除く・・・ 0.3・・ 2.4・・  0.6・・ 0.8・・ 0.6・・ 0.3  

国防関連除く・・・ 1.0・・ 2.4・・ -3.2・・ 2.8・・ 1.1・・-0.1 

資本財・・・・・・ 4.4・・-3.2・・-13.9・・12.5・・ 2.0・・-0.1  

輸送機器・・・・・ 6.2・・-4.3・・-14.7・・12.3・・ 0.7・・ 0.6 

総受注残・・・・・-0.4・・-0.8・・ -0.2・・ 0.8・・-0.2・・-0.2 

総在庫・・・・・・ 0.2・・ 0.3・・  0.5・・ 0.1・・-0.1・・ 0.1  

総出荷・・・・・・ 0.2・・ 2.5・・  0.3・・ 0.2・・ 0.9・・ 0.2 
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≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

1 月の米製造業受注高は、前月比+1.2％の 4702 億 200 万ドルで、2 ヵ月連続のプラスとなった。変動の激しい輸送機器を除いた受注は

+0.3％。輸送機器がプラスに転じ、伸びにつながった。 

 

①耐久財は、前月比+2.0％、このうち輸送機器は+6.2％となり、民間航空機が+69.8％で 2ヵ月連続のプラス。自動車・同部品は+0.8％

だった。国防航空機は+62.2％とプラスに転じた。電機・家電が-2.6％、一次金属は-1.5％、一般機械は+0.9％、電算機・電子製品は-1.9％

だった。 

 

②非耐久財は+0.4％。資本財は+4.4％、国防関連を除く資本財が+3.9％、民間設備投資の先行指標となるコア資本財は-0.1％だった。

国防資本財は+8.1％。 

 

③製造業全体の出荷は+0.2％、受注残高は-0.4％、在庫は+0.2％。在庫は出荷の 1.31ヵ月分相当し、前月と同じだった。   

 

 

≪欧州のポイント ≫ 

 

フランス大統領選挙世論調査（オピニオンウェイ）の第 1回投票では、ルペン国民戦線（FN）党首は 27％（27日時点 26％）、マクロン

前経済相は 24％（24％）、フィヨン元首相は 19％（21％）。決選投票ではマクロン氏対ルペン氏なら 60％対 40％（27日時点 62％対 38％）、

フィヨン氏対ルペン氏なら 56％対 44％（58％対 42％）。 

 

 

1：30 

米大統領令 

 

・「6ヵ国(スーダン、シリア､イラン､リビア､ソマリア、イエメン)を対象に 90日間米入国を禁止」 

・「入国制限対象国からイラクを除外」 

・「難民受け入れプログラムを 120日間停止」 

 

 

1：45 

≪ 要人発言 ≫ 

ティラーソン米国務長官 

 

・「入国制限の大統領令は、テロから米国を守るためだ」 

・「イラクはイスラム国打倒のための重要な同盟国だ」 

 

 

ECB公的部門購入プログラム 

             3月 4日・2月 24日・ 2月 17日・2月 10日・2月 3日  

公的部門・・・・・・・・14038.7・・13876.7・・13713.8・・13541.9・・13372.9 

資産担保証券 ABS・・・・・235.7・・・235.4・・・232.8・・・232.9・・・233.6 

カバード債・・・・・・・ 2131.4・・ 2121.9・・ 2112.8・・ 2110.0・・ 2096.6 

（億ユーロ） 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、来週の米 FOMCで追加利上げが決まるとの観測を背景に売りが先行した。今週の米国債入札を控えてポ

ジション調整の売りにも押された。ただ、米国の株価下落で投資家のリスク志向が後退し、安全資産とされる米国債を逃避的に買う動

きもあり、下げ幅は限定的となった。 

 

午前の利回りは、30年債が 3.10％（前週末 3.07％）、10年債が 2.50％（2.48％）、7年債が 2.32％（2.31％）、5年債が 2.02％（2.01％）、

3年債が 1.59％（1.58％）、2年債が 1.31％（1.31％）。 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、続落となった。英 FT100指数は鉱業や銀行株を中心に売りが優勢となった。 

一方、独 DAX指数は、約 1兆円の増資を発表したドイツ銀行の株価が急落して市場心理を冷やした。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY金市場 ≫ 

NY金は、中心限月が前日比 1.00ドル安の 1オンス＝1225.50ドルで取引を終了した。 

 

NY金は、前週末にイエレン FRB議長が講演で、月内の追加利上げを強く示唆したことが引き続き材料視され、金を売る動きが優勢とな

った。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY原油市場 ≫ 

NY原油は、中心限月が前日比 0.13ドル安の 1バレル＝53.20ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、IEA（国際エネルギー機関）が、原油価格が上昇すれば米シェールオイルの生産が今後 5 年間にわたって堅調に増加するだ

ろうとの見通しを示したことが嫌気され下落した。また、中国が今年の経済成長率の目標を引き下げたことも影響した。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、北朝鮮の弾道ミサイル発射による東アジア情勢の緊迫化懸念が広がり、投資リスクを回避するための売りが先行した。

その後は、米経済の先行き期待などから下げ幅を縮小する動きとなり、小幅安となった。 

ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前週末比 93ドル安まで下落した。その後は下げ幅を縮小する動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、先週の米当局者の発言を受けて、利上げ期待が高まっていることから、ドルが主要通貨に対して堅調な動きとなった。

ただ、欧米の株価が軟調な動きとなったことなどが影響し、クロス円は上値の重い動きとなった。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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